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第２期津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略の概要   ※人口ビジョンに係るデータは直近のものを反映 

●人口動向や人口の将来展望を示しています。 

 

●総人口は平成 17 年の 288,538 人をピークに減少傾向 

・・・図表① 

●出生数の減少と死亡数の増加による自然減が続いているが、外

国人数の影響もあり、近年は転入者数が転出者数を上回る社会

増で推移・・・図表②、図表③ 

●全国的な動向と同様、特に若い世代の東京都、愛知県、大阪府

などの大都市圏への転出超過が継続 

【人口動向の主なポイント】 
 

【移住・定住に係る各種調査・アンケートのポイント】※図表は次頁に掲載 

 

●令和 47 年の津市の人口は、約 18 万人となる見込み 

●合計特殊出生率や転入超過数が向上することで、20

万人以上の人口が維持される見込み 

※上記表の仮定値に基づく独自推計 

※現在の津市の合計特殊出生率は 1.30（令和３年） 

【人口の将来展望のポイント】 図表④ 人口の将来展望 
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※社人研推計準拠：平成 27 年までの人口動向が続くとした推計 

図表② 自然・社会増減の推移 

（人） 

図表③ 外国人数の推移 

（人） 

※社人研：国の研究機関である「国立社会保障・人口問題研究所」の略。 

図表① 総人口の推移 
← 社人研※推計 → （人） 

 
（人） 

※ 

◆将来展望 R２ R７ R１２ R１７ R２２

合計特殊出生率 1.50 1.60 1.70 1.80 1.90
転入超過数（人） 100 100 100 100 100

R27 R32 R37 R42 R47

合計特殊出生率 2.07 2.07 2.07 2.07 2.07
転入超過数（人） 100 100 100 100 100

１ 人口ビジョン 

調査・アンケート 調査主体 調査時期 対象者 結果のポイント

津市への移住者に対するアンケート 津市 Ｒ１～Ｒ４年度 津市の施策を利用して県外から津市へ移住した人
移住のきっかけとしては、「地方で働きたい・田舎で暮らしたい」というＩターンの傾向が強い。・・・図表⑴
移住先での生活基盤としては、「企業での就業」、「自営業・起業、創業」が多い。・・・図表⑵

全国的な移住相談状況
認定ＮＰＯ法人
ふるさと回帰
支援センター

Ｒ４年１月～12月
全国の地方移住を支援する相談窓口「ふるさと回帰支援センター」
（東京都）への相談者、セミナー・相談会等の参加者

移住相談窓口の利用者は、30代までの人が全体の約半数を占めている。・・・図表⑶

コロナ禍における若者の移住動向調査
一般社団法人
移住・交流推進

機構（ＪＯＩＮ）
Ｒ４年３月

東京圏に在住の20代～30代の既婚男女で、地方への移住に興味が
ある500人

移住を妨げている要因としては、「移住先では求める給与水準にない」、「田舎の人間関係が不安」が上位。
・・・図表⑷

三重短期大学生へのアンケート 津市 Ｒ１年７月 三重短期大学「自治体行政特論」受講者
「地元で就職したい」と答えた学生が多く、市内出身者は市内へ、市外出身者は市外へという傾向が強い。
・・・図表⑸

出生動向基本調査
（結婚と出産に関する全国調査）

社人研 Ｒ３年６月 全国の年齢18歳以上50歳未満の独身者及び50歳未満の有配偶女性
平均知り合い年齢はこれまで上昇基調にあったが、今回調査では前回とほぼ同様となっており、平均交際期間も
横ばいとなっている。・・・図表⑹

【資料３－１】 



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表⑴ 移住のきっかけ 図表⑵ 移住先での生活基盤 図表⑶ 相談窓口利用者の年代（Ｈ27 年～Ｒ４年） 

図表⑸ 出身地別 津市での就職を考えなかった理由 図表⑹ 平均知り合い年齢と平均初婚年齢の推移 

【人口減少に係る課題解決に向けた施策の方針】 

●就職や子育てなどのライフステージにおけるニーズに対応するための、安定した雇

用の創出や住みやすい住環境の提供、教育環境も含めた子育てしやすい、子育てし

たくなる環境づくり 

●市内大学・短大に入学した学生と地元住民・企業等とがつながり、そのつながりをも

とに、学生が津市での生活を望むようになる環境づくり 

●転出者が津市に帰りたくなる、帰ることができる還流の促進、効果的なシティプロ

モーションや観光資源を活かした交流人口・関係人口の増加による移住の促進 

●地域コミュニティの形成、多極ネットワーク型の集約化都市構造の構築による人口

密度や公共交通サービスの維持など利便性の良いまちづくりの推進 

●年々増加する外国人が安心して快適に暮らせるための多文化共生社会の実現 

●結婚への意向や希望などがある若者たちにとっての結婚したくなる、結婚できる環境

づくりや「出会い⇒結婚⇒出産⇒子育て」というライフステージの展開の促進 

●小中学校、高校、大学等における、家庭をつくることに大切さや素晴らしさがあるこ

とを理解するだけでなく妊娠・出産・子育てに関する知識を持ち、自身のライフプラ

ンをイメージできる機会の創出 

●結婚意向のある未婚者を後押しするための、産業の活性化や企業誘致等による安定し

た雇用の創出・拡大、出会いの場の創出 

●安心しながらゆとりをもって出産・子育てできる環境づくりと良質な教育環境の提供 

●市民一人ひとりが高齢になっても元気に地域で生活できるようにするための、健康寿

命の延伸に向けた健康づくりの促進 
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平均知り合い年齢 平均初婚年齢 平均知り合い年齢 平均初婚年齢

　総　数

　　第９回調査（1987年） 　25.7歳 28.3 　22.8歳 25.3 　2.56年

　　第10回調査（1992年） 25.4 28.4 22.8 25.8 2.98

　　第11回調査（1997年） 25.1 28.5 22.7 26.1 3.41

　　第12回調査（2002年） 24.9 28.5 23.3 26.9 3.63

　　第13回調査（2005年） 25.4 29.1 23.7 27.5 3.82

　　第14回調査（2010年） 25.6 29.9 24.3 28.6 4.31

　　第15回調査（2015年） 26.3 30.6 24.8 29.1 4.31

　　第16回調査（2021年） 26.4 30.7 24.9 29.1 4.31

　恋愛結婚

　　第９回調査（1987年） 　24.2歳 27.3 　21.6歳 24.8 　3.19年

　　第10回調査（1992年） 24.2 27.6 22.0 25.4 3.42

　　第11回調査（1997年） 24.3 27.9 22.1 25.8 3.72

　　第12回調査（2002年） 24.2 28.0 22.7 26.6 3.90

　　第13回調査（2005年） 24.6 28.7 23.1 27.2 4.14

　　第14回調査（2010年） 24.9 29.4 23.7 28.2 4.53

　　第15回調査（2015年） 25.4 30.0 24.2 28.7 4.60

　　第16回調査（2021年） 25.3 30.2 23.8 28.6 4.88

平均
交際期間

調査（調査年次）
妻夫
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※複数回答あり 

（％） 図表⑷ 移住を妨げている要因 

※複数回答あり 

（出身地） 

移住を考え始めたきっかけ

地方で働きたい・田舎で暮らしたい 0件 0.0% 1件 2.9% 10件 27.0% 9件 24.3%

環境の良いところで子育てがしたい 0件 0.0% 0件 0.0% 2件 5.4% 2件 5.4%

定年後に地方でのんびりしたい 0件 0.0% 7件 20.6% 2件 5.4% 3件 8.1%

実家の近くに戻りたい 1件 3.2% 0件 0.0% 5件 13.5% 2件 5.4%

観光等で訪れて好きになった地域で暮らしたい 1件 3.2% 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0%

趣味に興じたい 1件 3.2% 0件 0.0% 2件 5.4% 2件 5.4%

その他 7件 22.6% 2件 5.9% 2件 5.4% 16件 43.2%

不明 21件 67.7% 24件 70.6% 14件 37.8% 2件 5.4%

Ｒ３ Ｒ４Ｒ１ Ｒ２ 移住先での生活基盤

企業での就業 26件 83.9% 26件 76.5% 14件 45.2% 23件 74.2%

農業　 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0% 1件 3.2%

林業　 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0%

漁業　 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0% 0件 0.0%

自営業・起業、創業 1件 3.2% 1件 2.9% 4件 12.9% 5件 16.1%

年金 2件 6.5% 5件 14.7% 7件 22.6% 2件 6.5%

その他 2件 6.5% 1件 2.9% 2件 6.5% 1件 3.2%

不明 0件 0.0% 1件 2.9% 4件 12.9% 0件 0.0%

Ｒ３ Ｒ４Ｒ１ Ｒ２
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２ 総合戦略（計画期間：令和２年度～令和６年度） ●第１期の４つの基本目標を継続しつつ、国の第２期総合戦略で示された新たな視点を踏まえ、地方創生の取組を深化・発展。 

 
①戦略の推進（検証体制・検証の仕組み） ②三重県との連携 ③国との連携 ④企業との連携 

基本目標① 出会い・結婚・出産・子育てしやすい環境づくり 基本目標② 産業振興、企業立地等による安定した雇用の創出・拡大 

基本目標③ 定住・還流・移住などによる新たなひとの流れの創出 基本目標④ 人と人が繋がった暮らしやすい地域づくり 

より実効性のある戦略とするために 

数値目標

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度

2,057人／年 2,150人／年 1,990人／年 2,080人／年 1,993人／年

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度（目標値）

1,848人／年 1,759人／年 1,722人／年 ― 2,200人／年

実績値・目標値

出生数

数値目標

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度

86,473人／年 89,057人／年 91,521人／年 91,653人／年 92,294人／年

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度（目標値）

91,191人／年 91,141人／年 90,622人／年 ― 95,200人／年

実績値・目標値

従業員数
(雇用保険

被保険者数)

数値目標

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度

― 79.6％ ― 81.4% ―

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度（目標値）

中止 ― 79.9% ― 90.0%

実績値・目標値

市政アンケート等
で「津市は住み
やすい」と回答
した人の割合

数値目標

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度

▲286人／年 47人／年 645人／年 1人／年 87人／年

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度（目標値）

▲386人／年 ▲13人／年 384人／年 ― 100人／年

実績値・目標値

転入超過数

施策分野 具体的な施策

（１）出会い・結婚 出会いの場の創出と情報発信

妊娠・出産から子育てへと途切れのない支援／不妊治療を受けやすい環境の整備／中学生からの

若年層を対象にした妊娠・出産に関する医学的知見を踏まえた知識等の普及啓発

幼保連携型認定こども園の整備／世代を超えた交流の場づくり／子育てを支援する公園の整備／

保護者のニーズに則した子育て支援の充実／配慮が必要な子ども・家庭への相談・支援の体制の

充実／幼児教育・保育の環境の充実／就学前教育の充実／放課後児童クラブの充実／子どもたち

の学力向上と安全の確保に向けた小中学校及び義務教育学校の教育環境の充実／ワーク・ライフ

・バランス（仕事と生活の調和）の推進

（２）妊娠・出産

（３）子育て

施策分野 具体的な施策

企業の人材育成・確保に向けた支援／企業の自動化・制御技術、先端技術の導入、高度化に対す

る生産性向上支援／ビジネスサポートセンターの機能強化と企業支援の充実／環境意識の高揚と

再生可能エネルギー等の導入促進／起業・創業に向けた支援／事業承継に対する支援／農林水産

業における新規就業者の確保・定着支援／農地集積・集約化の促進／地域農産物、水産物、木材

を活かした新商品の開発、６次産業化の促進／農業・農村の多面的機能の維持・発揮等による農

山漁村の活性化

民間未利用地等を活用した企業誘致の推進／多様な業種の集積と魅力ある雇用環境の創出を目指

した企業立地の展開

（１）産業振興の推進

（２）企業立地の促進

施策分野 具体的な施策

市内在学の高校生・大学生等の市内企業への就職の促進／高齢者や障がい者の就労支援／コンパ

クトで快適な賑わいのあるまちづくりの推進／公共交通の充実／道路ネットワークの整備とイン

フラの適正管理による安全・安心の確保／住みたくなるような魅力ある住環境の形成

都市圏等の大学に進学した学生の市内企業へのＵＩＪターン就職の促進／市外就労者の市内企業

等への就職の促進／市内の大学へ入学した学生の津市への愛着心の醸成

様々な移住ニーズに対応できる移住相談体制の充実／プロモーションビデオ、パンフレット等に

よる移住促進に向けた情報発信・ＰＲ／関係人口の創出・拡大／家庭菜園などの余暇の楽しみ方

を絡めた“いなか暮らし体験”の利用促進／空き家情報バンクへの登録と住宅情報の提供の充実

外国人も含めた観光客増加に向けた取組の促進／ＭＩＣＥの誘致活動の促進／津市産業・スポー

ツセンターなどの施設を活かしたスポーツ交流の促進／２０２０年東京オリンピック・パラリン

ピックなどを契機としたスポーツ・健康まちづくりの推進／ボートレース事業の活性化／商店街

の賑わいの創出

（４）人々が行き交う
　　　津づくり

（２）還流の促進

（３）移住の促進

（１）定住の促進

施策分野 具体的な施策

医療・福祉・介護の連携による地域包括ケアシステムの確立／地域密着型サービスの充実／無医

地区の解消／高齢者の自立支援につながるケアプランの実現

地域コミュニティの充実／安心で安定した給水の確保／生活排水処理対策と治水対策の総合的な

推進／自然環境の保全と循環型社会の形成／公共施設等総合管理計画に基づく公共施設の老朽化

対策／消防団の充実強化／外国人を含めた地域住民の顔が見えるコミュニティの形成／地域課題

の自立した取組や持続可能な活動に向けた支援／小学校の廃校跡地等を活用した交流拠点づくり

（１）地域福祉の充実

（２）安全で安心して
　　　暮らせる地域づ
　　　くり
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【参考】デジタル田園都市国家構想総合戦略（令和４年１２月２３日閣議決定）の概要 
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